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規企
制業
な規
ら模
反で
発市
も場

き
ょ
う
6
日
、
国
土
交
通
省
の
建
設
産
業
戦
略
会
議
第
3
回
会
合
で
基

本
方
針
が
ま
と
ま
る
が
、
そ
の
方
針
は
、
発
注
ラ
ン
ク
を
見
直
し
た
上
で
、

大
手
が
海
外
、

中
小
が
保
護
と
い
う
分
野
調
整
を
骨
格
と
し
た
も
の
に
な

る
こ
と
か
ら
、
5
日
の
建
設
業
関
係
1
3
団
体
賀
詞
交
歓
会
で
は
、
「
行
政

が
市
場
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
い
の
か
」
　
「
海
外
は
選
択
肢
の
一
つ
に

過
ぎ
な
い
」
　
「
あ
ま
り
に
拙
速
、
い
き
な
り
基
本
方
針
で
結
論
固
め
を
す

る
」
　
「
企
業
規
模
で
市
場
を
規
制
す
べ
き
で
な
い
」
な
ど
業
界
の
反
発
と

戸
惑
い
の
声
が
広
が
っ
た
。
あ
る
幹
部
は
「
方
針
の
内
容
次
第
で
は
対
決

姿
勢
を
取
る
」
と
言
い
切
っ
た
。
分
野
調
整
と
い
う
パ
ン
ド
ラ
の
箱
を
開

け
た
戦
略
会
議
は
波
乱
含
み
と
な
っ
て
き
た
。

の
保
護
、
大
事
の
海
外
、
転
出
・
㌦

廃
業
の
促
進
、
許
可
業
者
の
絞
1

．
㌦
∴
．
二

后
う
発
言
か
ら
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

福
相
澗
ほ
柑
し
て
い
る
と

い
う
見
方
も
あ
る
。

特
に
大
手
企
業
で
は
「
本
来
、

自
由
な
見
え
ざ
る
事
の
市
場
に
、

大
臣
の
、
丸
見
え
の
手
を
突
っ
込

ん
で
来
よ
う
と
し
て
い
る
」

建設産業戦略会議基本方針

∵
　
∴
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∴
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∴
∴
十
二
∴
　
、
．
㌧
　
／

雨
髄
鞘
王
導
に
警
戒
心
を

地
元
保
護
に
も
、
「
露
骨
な
政

速
だ
と
い
う
こ
と
。
会
議
は
2
0

1
0
年
1
2
月
1
7
日
に
第
1
回
が
開

か
れ
、
同
2
4
日
に
2
回
目
の
業
界

3
団
体
（
日
本
建
設
業
団
体
連
合

会
、
全
国
建
設
業
協
会
、
建
設
産

業
専
門
団
体
連
合
会
）
か
ら
の
ヒ

手
と
中
小
の
分
野
調
整
の
方
針
が

打
ち
出
さ
れ
る
公
算
が
強
い
。

建
設
業
界
か
ら
す
れ
ば
、
学
識

者
ば
か
り
の
要
員
に
よ
る
会
合
を

手
、
中
堅
、
中
小
零
細
が
そ
れ
ぞ

れ
の
意
見
を
ま
と
も
に
ぶ
つ
け
合

え
ば
調
整
す
る
の
は
不
可
能
」
と

発
言
し
て
い
る
。
当
事
者
の
業
界

の
意
見
を
封
印
し
な
が
ら
、
「
わ

れ
わ
れ
を
ま
な
板
の
鯉
の
よ
う
に

扱
い
、
料
理
し
よ
う
と
し
て
い
る
」

と
み
る
関
係
者
も
い
る
。

会
議
の
議
論
は
、
大
臣
の
発
言

の
ほ
か
は
学
識
者
の
持
論
発
表
、

3
団
体
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
み
で
、

何
ら
議
論
が
深
ま
っ
て
い
な
い
。

た
だ
大
臣
発
言
か
ら
、
地
元
中
小

治
的
打
算
」
と
い
う
声
も
あ
る
。

5
日
の
賀
詞
交
歓
会
で
は
「
海
外

は
各
社
が
考
え
て
対
応
す
べ
き
選

択
肢
。
行
政
が
そ
の
選
択
肢
を
狭

め
よ
う
と
し
て
い
る
」
　
「
市
場
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
に
走
り
過
ぎ
る
」

「
企
業
規
模
で
線
引
き
し
、
地
元

だ
け
守
る
と
い
う
産
業
論
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
」
な
ど
、
企
業
関
係

者
か
ら
疑
問
の
声
が
出
て
い
る
。

馬
淵
国
交
大
臣
の
鳴
り
物
入
り

で
動
き
出
し
た
建
設
産
業
政
策
だ

が
、
戦
略
だ
け
が
突
出
す
れ
ば
、

当
事
者
の
建
設
産
業
界
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
が
と
れ
る
か
ど
う
か
微
妙

に
な
っ
て
き
た
。


